
東
西
児
童
文
学
碑
考

関

英

雄

少
年
時
代

か
ら

の
旧
友

で
今
も
親
交
の
あ
る
茶
木

滋

の
童
謡

「
め
だ
か

の
学
校
」

(作
曲
、
中
田
喜
直
〉

の
歌
碑
が
、

昨
秋
、
彼
の
故
郷

の
横
須
賀
市

の
三
笠

公
園
通
り
に
建
立
さ
れ
た
。
市
当
局
の
発
意
で
建
て

ら
れ
た
大
き
な
御
影
石
の
碑

で
、
"
め
だ
か
の
学
校
は

川
の
中
"
に
始
ま

る
全
歌

詞
と
曲
が
表
面
に
彫
り
こ

ま
れ

て
い
る
。
こ
の
童
謡
は

一
九
五
二
年
、

N
H
K

ラ
ジ
オ

の
新
作
童
謡
と
し
て
放
送
さ
れ
て
以
来
今
も

広
く
幼

い
子
た
ち

に
唄
わ
れ
て
い
る

"国
民
歌
謡
"

と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
謡
な

の
で
、
横

須
賀
市
が
歌
碑
を
建

て
た

の
も
道
理
と

い
え
る
。

芭
蕉

の
句
碑
や
啄
木

の
歌
碑
ほ
か
、
戦
前
時
代
か

ら
日
本
各
地
に
文
学
碑
は
多

い
が
、
童
謡
詩
入
、
童

話
作
家
な
ど
、
児
童
文
学
者

の
詩
碑
、
文
学
碑
が
各

地
に
建

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
戦
後
時
代
に
な

っ

て
か
ら
だ
。
女
性
と
子
ど
も

の
人
権

が
無
視
さ
れ
る

こ
と
久
し
か

っ
た
日
本
で
、
戦
後

民
主
主
義
時
代

に

な

っ
て
、

児
童
文
学
が
よ
う
や
く
市
民
権
を
得
る
よ

う

に
な

っ
た
こ
と

の
反
映

か
も
し
れ
な

い
。
童
謡
碑

も
数
多

い
が
私
が
最
初
に
見
た

の
は
、
新
潟
市
の
海

岸
公
園
に
建

つ
北
原
白
秋
の
大
正
期

の
名
作
童
謡
「砂

山
」

の
碑
だ

っ
た
。
"海

は
荒
海
向
こ
う
は
佐
渡
よ
"

に
始
ま
る
歌
詞
が
赤
御
影
石
に
浮
彫
り
さ
れ
て
い
た
。

昨
秋
刊
行

の
藤
田
圭
雄
著

『東
京
童
謡
散
歩
』
に
よ

る
と
三
多
摩
を

ふ
く
む
東
京
都

に
は
十

一
も

の
童
謡

碑

が
あ
る
。
そ
の
大
半
を
私
は
最
近
ま
で
知
ら
な
か

っ

た
が
、
浅
草
寺
境
内
に
あ

る
明
治

の
幼
年
唱
歌

「鳩

ぽ

っ
ぽ
」
(滝
廉
太
郎
曲
)
の
碑

の
建

っ
た

の
も
戦
後

の

一
九
六
二
年
だ
。
三
木
露
風
詞
、
山
田
籍
作
曲

の

こ
れ
も
有
名
な
童
謡

「
赤
と
ん
ぼ
」

(
一
九
二

一
年
)

の
碑
は
露
風
が
仮
寓
し

て
い
た
東
京

・
三
鷹
市

の
三

鷹
駅
近
く
に
あ
る
。
「赤
と
ん
ぼ
」
の
碑
は
露
風

の
郷

里
兵
庫
県
竜
野
市
に
も
あ
る
。

加
藤
ま
さ
を

の
、
や
は
り
大
正
期

の
感
傷
的
な
童

謡

「
月
の
沙
漠
」
(佐

々
木
す
ぐ

る
曲
)
の
碑
は
、
作

者
が
こ
の
作
品

の
発
想
を
得
た
千
葉
県
御
宿

の
海
岸

に
あ
り
、

こ
れ
も

比
較
的
最
近
の
建
立
で
、
建
立
当

時
大
き
く
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
童
話
作
家

の
碑
で
は

日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
呼
ば
れ
た
小
川
未

明
の
童

話
「
赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
(
一
九
二

一
年

の
作
品
)

の
碑
が
未
明

の
故
郷

の
上
越
市

・
高
田
公
園
に

一
九

八
二
年
秋
建
立
さ
れ
た
。
坪
田
譲
治

の
童
謡
の
記
念

碑
は
、
坪
田

の
故
郷
岡
山
市

の
彼

が
卒
業

し
た
石
井

小
学
校
校
庭
に
、
坪
田

の
在
命
中

に
郷
党

の
発
起
で

建
て
ら
れ
た
。
建
設
計
画
を
知

っ
た
坪
田
が
拒
否
し
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た
に
も
か
か
わ
ら
ず
除
幕
式

の
案
内
が
来
た
の
で
、

や
む
な
く
坪
田
が
東
京
か
ら
岡
山

へ
馳
せ

つ
け
た
と

こ
ろ
、
石
碑
に
刻
ん
だ

"
譲
治
"
の
文
字
が
、
"譲
二
"

に
な

っ
て
い
た
と
は
こ
の
大
失
輩

の
作
家
か
ら
私
が

直
接
き

い
た
と
こ
ろ
で
、
碑
は
ま
だ
見
て

い
な

い
。

花
巻
市

の
宮
沢
賢
治

の
碑
も
未
見
だ
が
、
新
美
南
吉

の
代
表
作

「
ご
ん
狐
」

(
一
九
三
二
年
、
『
赤
い
鳥
』

初
出
)

の
碑
が
彼
の
郷
里
愛
知
県
半
田
市

の
彼

が
卒

業
し
た
半
田
小
学
校
校
庭
に
建

っ
た

の
は
三
、

四
年

ま
え
の
こ
と
だ
。
除
幕
式
に
招
か
れ

て
私
も
出
席
し

た
が
、
南
吉

の
初
稿

の
肉
筆
・の

「権
狐
」
を
寫

っ
た

文
学
碑
で
あ

っ
た
。
南
吉

の
碑
は
こ
の
以
前

に
も
半

田
を
中

心
と
す
る
知
多
半
島
に

い
く

つ
か
あ

り
、
半

田

で
は
名
物

"
南
吉
饅
頭
"
ま
で
売
ら
れ
て

い
る
。

半
田
小
学
校

の
碑
で
残
念
だ

っ
た
の
は
、
ど
う
し

て

「
ご
ん
狐
」

の
主
人
公
の
狐
を
碑
に
し
な
か

っ
た
か

と

い
う
こ
と
だ
。
日
本

の
文
学
碑
の
多
く
は
作
者
を

讃
え
る
文
字
碑

で
あ
り
、
人

の
碑
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し

て
私
が
知
る
限
り
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸

国

の
童
話
碑
な

い
し
児
童
文
学
碑
は
、
多
く
の
子
ど

も
読
者
に
愛
さ
れ
た
物
語

の
中

の
主
人
公
を
碑
に
し

て
い
る
。

そ
れ
は
、
も
う
十
三
年
前

に
な
る
が
、

一

九
七
六
年
夏
、
"
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
児
童
文
学
散
歩
"
と
い

う

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
八

ヵ
国
を

廻

っ
て
実
見
し

た
と
こ
ろ
だ
。

ロ
ン
ド

ン
の
ケ
ン
ジ

ン
ト

ン
公
園
に

は
、
バ
リ

の
名
作

「
ケ
ン
ジ

ン
ト
ン
公
園
の
ピ
ー
タ
ー

パ

ン
」
(
一
九
〇
四
年
)
の
主
入
公
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
の

立
像

が
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
は
永
遠

に
年
を
と
ら
な

い

子
ど
も

の
妖

精
で
あ
り
、
無
邪
気
、
正
義
心
、
友
愛
、

冒
険
心
を
体
し
た
イ
ギ
リ

ス
の
子
ど
も

の
理
想
像

で

あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
郊
外

の
ピ
ノ

ッ

キ
オ
公
園
に
立

つ
グ

レ
コ
作

の
ピ
ノ

ッ
キ
オ
像
は

コ

ツ
ロ
デ
ィ
の
空
想
物
語

「
ピ
ノ

ッ
キ
オ
」
二

八
入
三

年
)

の
主
人
公
で
、

い
た
ず
ら

っ
子
で
わ
ん
ぱ
く
だ

が
人
に
だ
ま
さ
れ
や
す
く
涙
も
ろ
い
木

の
人
形
ピ
ノ
ッ

キ
オ
が
、
経
験
を
積
ん
で
生
き
た
人
間
の
子
に
変
身

す
る
、
イ
タ
リ
ア
の
子
ど
も
の
理
想
像
だ
。

ス
イ

ス
の
マ
イ

エ
ン
フ

ェ
ル
ト
と

い
う
羊

の
遊
ぶ

牧
歌
的
な
山
村

に
は
、
湧
き
出
る
泉

の
傍
ら

に
ス
ピ

リ

の
名
作

「
ハ
イ

ジ
」
(
一
八
八
〇
年
)
の
主
人
公
少

女

ハ
イ

ジ
が
か
が
ん
で
泉

の
水
を

の
ぞ
き
こ
ん
で

い

る
等
身
大

の
石
像

が
あ
る
。
西
ド
イ

ツ
の
ブ
レ
ー
メ

ン
の
市
庁
舎
前
広
場

の
隅
に
は
、
グ
リ
ム
兄
弟

の
童

話
で
お
な
じ
み
の

「
ブ
レ
ー
メ

ン
の
音
楽
隊
」

の
主

役
た
ち
、
ろ
ば

の
背

に
犬
が
乗

り
、
そ

の
上

に
猫
が

乗
り
、
猫

の
背
に
鶏

が
立

っ
て
ト
キ
を

つ
く

っ
て

い

る

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
像

が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ
ン
の
埠

頭
に
は
、
お
そ
ら
く
童
話
碑
ど
し

て
は
世
界

に
最
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
ア

ン
デ
ル
セ

ン
童
話

「人
魚
姫
」
の
人
魚
姫
が
哀
愁

の
ま
な
ざ
し

で
海
を
見

つ
め
て

い
る
像

が
あ
り
、
私

の
見
た
時
も

観
光
客
が
争

っ
て
こ
の
人
魚
像
に
カ
メ
ラ
を
向
け

て

い
た
。
日
本
で
私

が
知
る
限
り
、
作
品
の
主
人
公
を
像

に

し
た

の
は
前
記
上
越
市

の
「赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

の
人
魚
像

(こ
れ
は
よ
く
出
来
て
い
る
。
)
と
、
や
は

り
近
年
横
浜
港
に
臨
む
山
下
公
園
に
建

っ
た
野
口
雨

情

の
童
謡

「赤

い
靴
」
(
一
九
二

一
年
)
の
歌
詞

"赤

い
靴
は

い
て
た
女

の
子
"

の
そ

の
女

の
子

の
像
く
ら

い
の
も

の
だ
。
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど

で
は
文
字
碑

に
す
る
し
か
な

い
だ
ろ
う

が
、
物
語

で
あ
る
童
話

で

は
、
お
話
の
主
人
公

の
像

で
あ
る
ほ
う

が
、
少
く
と

も
子
ど
も

の
観
客
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
確
実
だ
。

東
西

の
児
童
文
学
碑
を
比

べ
て
も
う

一
つ
考
え

る

こ
と
は
、

日
本

の
碑

の
多
く
は
地
域
の
碑

で
,
未
明

の

「赤

い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
南
吉

の

「
ご
ん
ぎ

つ

ね
」

の
碑
、
共

に
郷
党
の
発
起
で
建
て
ら
れ
、
そ
の

地
域

で
は
だ
れ
も
が
知
る
観
光
名
所

だ
が
、
全
国
的

に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。

ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
人
魚
姫

の
像
や
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
の
像
は

こ
の
国

の
国
民
な
ら

だ
れ
も
が
知

っ
て
い
る
、
上
野

の
西
郷
さ
ん

の
銅
像

み
た

い
な
も

の
だ
。

つ
ま

り
日
本
に
は
ま
だ
国
民
的

な

ア
イ
ド
ル
に
な
り
得
る
よ
う
な
童
話
の
主
人
公

が

昔
話

の
桃
太
郎
く
ら

い
し
か
居
な

い
の
だ
。

一
口
に

い
え
ば
歴
史
の
遅
れ
で
あ

る
。
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